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『曇りガラス、ふいていますかパートナー』
　山陽小野田市主催の「第7回女（ひと）
と男（ひと）の一行詩」に、市内在住の中
村喜枝子さんが応募し、みごと優秀賞を
受賞しました！
　受賞に際し、お話を伺いました。
　一行詩優秀賞を受賞して
　男女共同参画社会、私達はこの中で生
きています。学校で家庭で職場で社会で、男性と女性が御
互いに人として認め合い、協力して行くことの大切さを一
行詩に織り込みました。
　北は北海道、南は沖縄、諸外国より3023人、4764編の作
品が寄せられ、大分から発信した一行詩が認められたこと、
大きな喜びです。　　　　　（※曇りガラス＝心のくもり）

　ある会議で「コミュニケーションが日本を
救うと思っている」と話されているのを聞い
て納得。みんなが、コミュニケーションの達
人になったら世の中のいろんな問題が解決し
そうですね。

フレーフレー・テレフォン大分
TEL.097-538-2020

育児・介護・家事代行のサービスに関する
情報をご案内します。
● 自宅の近くに保育所はないかな。
● 昼間一人のおじいちゃん、食事の支度が心配です。
● 掃除や夕食などの家事サービスを頼みたいが…など

《保育サポーターをご存じですか？》

保育サポーターを
ご利用下さい。

（財）21世紀職業財団　大分事務所
〒870-0035  大分市中央町2-9-24-3F

TEL.097-538-7755（代） FAX.097-538-7756

お気軽にお電話ください！

月曜日～金曜日（祝・休日を除く） 9:30～16:30

仕事が忙しくて
保育園のお迎えの時間に
間に合わない…。

冠婚葬祭や会議に
小さい子どもを
同伴できない…。

2人目の子どもの
出産を控えている。
上の子の世話は…。 ～時間や料金等は、

　当事者同士の直接交渉です～

この情報誌は古紙１００％の再生紙を使用しています。

編　集 田辺　  薫 　加来　奈都子　首藤　京子　
井上　順子　石黒　めぐみ
男女共同参画推進室
TEL.097-534-6111(内線1075) FAX.097-536-4044
メールアドレス：danjokyodo@city.oita.oita.jp

編集
後記

（財）21世紀職業財団が行う「保育サポーター
育成講座」を修了し、財団に登録している
方で、「ほんのちょっとの子育てを手助け
してくれる方」です。
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各
担
当
者
が
準
備
に
追
わ
れ
る
雑
然
と
し
た
雰
囲
気

の
中
、
事
務
机
を
四
角
に
並
べ
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ホ
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あ
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姿
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当
た
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に
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ボ
ラ
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い
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。
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※
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リ
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、
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リ
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ラ
ミ
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型
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な
っ
て
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昇
格
す
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の
と
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時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
本
格
始
動
。
こ
ち
ら

の
会
は
、
全
国
で
も
有
数
の
登

録
者
数
を
数
え
、
そ
の
出
席
率

も
高
く
、
J
1
屈
指
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
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と
し
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実
績
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重
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。

　

取
材
に
伺
っ
た
の
は
午
前
十
時
。

試
合
開
始
は
、
午
後
三
時
。
五
時
間

も
前
だ
と
い
う
の
に
、
既
に
活
気
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
舞
台
裏
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本
部
、
来
賓
受
付
、
メ
デ
ィ

ア
受
付
、
設
営
、
チ
ケ
ッ
ト
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ぎ
り
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総

合
案
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ク
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ョ
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オ
レ
ン
ジ
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録

者
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一
〇
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。

　

チ
ケ
ッ
ト
を
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ぎ
る
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も
、
会
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誘
導
さ
れ
て
い
る

方
も
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全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
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だ
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い
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と
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皆
さ
ん
は
ご
存
じ
だ
っ
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ょ
う
か
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リ
タ
イ
ヤ
し
た
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な
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か
と
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っ
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ワ
ー
ル
ド
カ
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後
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も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
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っ
て
み
た
く
な
っ
て
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活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
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様
々
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茶
と
お
弁
当
が
支

給
さ
れ
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で
あ
り
、
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も
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す
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試
合
会

場
に
居
な
が
ら
、
試
合
を
見
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こ
と
は
殆
ど
出
来
ま
せ
ん
。
休

憩
時
間
を
利
用
し
て
、
多
少
は

交
代
で
観
戦
す
る
こ
と
も
出
来

る
そ
う
で
す
が
、
笑
顔
で「
試

合
は
家
に
帰
っ
て
か
ら
テ
レ
ビ
で
見
る
ん
で
す
よ
」。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
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さ
れ
て
い
て
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
何
で
す
か
？
と
の
質
問
に
は
、
皆
さ
ん
一
様
に
お
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
て「
残
留
が
決
ま
っ
た
時
で
す
ね
ぇ
」。
加
え

て
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
の
出
会
い
や
、
心
の
繋
が
り
を

持
つ
瞬
間
に
と
て
も
喜
び
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

の
こ
と
。

　

割
り
当
て
ら
れ
た
役
割
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
花
が
あ
っ
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
」

と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
発
案

で
、
毎
試
合
生
花
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入

れ
ら
れ
て
会
場
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
花

集
め
も
全
て
ス
タ
ッ
フ
の
力
に
よ
る
も
の
。

滅
私
奉
公
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
に
活
き
活
き
と
し
た
皆
さ
ん
の
お

顔
を
拝
見
し
て
い
る
と
、
む
し
ろ「
情
け

は
人
の
た
め
な
ら
ず
」と
は
こ
う
い
う
こ
と

な
の
だ
な
ぁ
と
、と
て
も
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
材
を
通
し
、
職
責
を
全
う
し
よ
う
と

す
る
皆
さ
ん
の
厳
し
さ
を
感
じ
る
一
方
で
、
自
分
は

人
の
た
め
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
純

粋
に
追
求
す
る
真
摯
な
姿
勢
と
、
掛
け
値
の
な
い
優
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
優
し
さ
が
広
く

伝
播
し
て
い
け
ば
、
ど
ん
な
に
か
素
晴
ら

し
い
だ
ろ
う
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。
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